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現在行っている政策



現在行っている政策

・西之表市「交流体験住宅」
★上手くいった点
移住の1歩手前を体験でき、住宅や学校探しが
できる。

★改善すべき点
誰でも見つけやすいチラシを作る。



現在行っている政策

・中種子町「定住支援事業」
★上手くいった点
島外に一度出たとしても、Uターン
しやすい環境になった。

★改善すべき点
指定地域の追加。



現在行っている政策

・南種子町「空き家バンク制度」
★上手くいった点
空き家を貸したい、家を借りたいという需要に
答えられた。

★改善すべき点
登録件数が少ない。



3つの市町の共通点



私たちの政策案



私たちの政策案①

・高校生の移住コーディネーター
を配置する。
・移住コーディネーターとは
移住を希望する人とコンタクトを取り、
案内・相談・支援を行う人。
地域の生活や制度に詳しく移住のサポートを
行う。



私たちの政策案②

・限界集落に情報特化地域を
作る。

・情報特化地域とは
ネットワークを強化した一部地域のこと。
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ご清聴ありがとうございました。


